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の
一
隅

私
は
今
明
治
習
學
の
一
隅
と
題
し
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
通
じ
て
居
る
私
で
も
な
し
、
唯
年
七
十
幾

歳
の
今
日
ま
で
そ
虹
こ
そ
欝
學
の
一
間
に
古
査
し
末
っ
た
経
歴
か
ら
、
明
治
殊
に
そ
の
晩
年
の
肪
紅
た
習
學
者
中
に
、
私
の
宜
際
け
い
が
い

に
接
し
た
方
及
が
多
敗
あ
り
、
そ
の
印
象
を
基
礎
と
し
て
話
せ
ば
、
殊
に
明
治
時
代
の
お
方
に
は
多
少
の
思
出
に
も
な
る
う
か
と
考
え
、

本
學
の
木
村
赦
投
か
ら
頼
ま
訊
る
ま
4
に
、
敢
て
演
概
に
上
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

明
治
醤
學
と
言
え
ば
無
論
江
戸
緊
學
に
次
で
末
っ
た
、
蒋
學
と
し
て
は
殊
に
四
洋
嶺
學
を
節
入
し
た
為
の
空
前
の
進
歩
を
遂
げ
た
時
代

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
4

に
至
っ
た
前
提
と
し
て
、
殊
に
狩
學
を
大
阪
に
於
て
學
ん
だ
私
と
し
て
は
、
そ
れ
な
し
で
は
明
治
僻
學
を
も
説

く
こ
と
も
出
末
な
い
と
思
い
ま
す
も
の
に
、
長
崎
の
緒
得
俯
が
あ
り
、
大
阪
の
巡
塾
が
あ
り
ま
す
。
適
塾
は
岡
山
出
身
の
絣
方
哄
庵
先
生

の
私
塾
で
、
先
生
が
若
く
し
て
大
阪
に
出
ら
れ
、
経
螢
せ
ら
仇
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
中
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
今
備
中
の
足
守
に
は

哄
庵
先
生
記
念
の
石
僻
が
建
て
ら
れ
て
居
り
、
西
杢
表
は
荒
木
先
生
が
記
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

皆
さ
ん
御
承
知
の
通
り
洪
庵
先
生
の
門
下
に
は
幾
多
の
俊
オ
が
郊
出
し
、
た
ゞ

大
の
影
靱
を
典
、
え
た
儲
人
花
出
し
た
こ
と
は
薮
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
生
が
大
阪
を
切
上
げ
て
い
よ
い
よ
江
戸
に

出
ら
れ
た
の
は
文
久
二
年
で
四
洋
習
學
所
の
頭
取
と
し
て
赴
任
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
同
三
年
六
月
に
謡
に
御
他
界
に
な
っ
た
の
は

郎
に
惜
み
て
も
あ
ま
り
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
併
し
こ
の
四
洋
欝
學
所
、
後
箪
に
整
學
所
と
呼
ん
だ
も
の
は
後
の
東
京
瞥
科
大
學
の
ら

ん
し
よ
う
と
な
っ
た
も
の
で
、
緒
方
洪
廊
先
生
は
こ
の
意
味
に
於
て
、
ま
た
日
本
或
は
東
京
の
幣
學
教
育
に
甜
し
て
先
惹
で
あ
ら
れ
ま
す
。

明

治

瞥

學

の

隅

い
う
狭
い
範
閲
で
は
な
く
、
明
治
文
化
に
多

古

武

蒲

四

郎



明
治
警
學
の
一
隅

獨
逸
よ
り
聘
せ
ら
れ
、

の
業
紬
が
漸
く
祉
に
知
れ
亘
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
佃
と
言
っ

と
し
て
祉
に
紹
介
せ
ら
れ
ま
し
た
。
習
人
と
し
一
J

始
め
て
外

江
戸
馨
學
か
ら
明
治
匿
學
の
籾
頭
に
於
て
四
洋
鬱
學
は
先
-
が
幾
多
の

國
人
が
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
英
幣
ウ
イ
リ
ス

W
i
l
l
i
s
氏
で
、
殊
に
軍
陣
幣
學
に
寄
奥
せ
ら
れ
た
功
紋
は
儲
大
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
で
は
明
治
元
年
ボ
ー
ド
イ
ン

B
a
u
d
u
i
n
氏
を
長
崎
よ
り
招
き
、
次
で
ェ
ル
メ
レ
ン
ス

E
r
m
e
r
i
n
s
氏
を
和
閾
よ
り
聘
し
て
大
阪
控

學
校
（
大
阪
病
院
）
な
る
も
の
が
出
疲
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
東
京
で
東
京
大
の
現
わ
れ
た
の
は
明
治
十
年
で
賞
時
の
教
授
は

明
治
十
二
年
に
は
旱
く
も
卒
業
生
が
出
さ
仇
、
罰
學
本
科
卒
業
生
十
八
名
、
製
薬
學
卒
業
生
十
九
名
に
學
位
記
が

投
典
せ
ら
れ
て
居
ま
す
。
明
治
十
九
年
東
京
習
科
大
學
は
帝
図
大
學
幣
科
大
學
と
な
り
、
数
投
三
宅
秀
氏
は
證
科
大
學
長
を
兼
ね
ら
れ
、

明
治
三
十
五
年
以
降
は
四
洋
の
数
授
が
輩
く
邦
人
に
代
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

獨
逸
よ
り
の
教
授
中
殊
に
靴
に
知
れ
亘
つ
て
居
ま
す
も
の
は
ベ
ル
ツ

B
a
e
l
N
数
投
で
、

数
投
が
わ
が
明
治
欝
學
に
貢
獄
せ
ら
れ
て
居

る
功
紐
は
頗
る
大
き
い
。
明
治
十
年
始
め
て
来
朝
せ
ら
れ
、
は
じ
め
は
生
狸
學
、
姉
人
科
學
ま
で
も
拍
常
せ
ら
れ
て
居
た
そ
う
で
す
が
、

後
に
は
内
科
専
任
敦
投
と
な
ら
れ
た
。
明
治
十
二
年
ベ
ル
ツ
数
授
に
後
る
る
こ
と
僅
か
に
二
年
シ
ョ
イ
ベ

S
c
h
e
u
b
e
氏
が
京
都
療
病
院

の
数
師
と
し
て
赴
任
せ
ら
れ
て
居
る
。
ベ
ル
ツ
敦
投
の
後
任
は
質
に
入
澤
達
吉
先
生
で
、
わ
が
阪
大
綽
長
で
あ
っ
た
楠
本
長
三
郎
先
生
は

共
の
弟
子
で
あ
る
。
楠
本
先
生
か
ら
私
共
度
々
内
科
の
ベ
ル
ツ
、
外
科
の
ス
ク
リ
バ

S
c
r
i
b
a
附
先
生
の
話
を
承
わ
っ
て
居
り
、
楠
本
先

生
の
終
で
入
澤
先
生
と
も
一
、
二
度
同
座
す
る
の
榮
を
得
た
。
楠
本
先
生
乃
至
私
共
の
學
生
時
代
に
東
京
の
習
科
大
學
に
数
鞭
を
執
ら
れ

て
居
た
方
人
に
は
明
治
瞥
學
の
大
家
が
澤
山
居
ら
虹
た
。
殊
に
私
共
は
内
科
の
宵
山
胤
通
、
入
澤
慾
吉
、
三
湘
謹
之
助
、
眼
科
の
河
本
菫

次
治
、
外
科
の
佐
藤
三
吉
、
近
藤
次
繁
、
皮
附
病
の
土
肥
慶
蔽
、
解
剖
の
田
口
和
美
、
大
澤
岳
太
郎
、
小
金
井
良
籾
、
病
踵
學
の
三
浦
守

治
、
山
板
膀
―
―
一
郎
、
幣
化
學
の
隈
川
宗
雄
、
須
藤
憲
三
、
な
ど
の
諸
先
生
、
京
都
の
麿
科
大
學
で
は
、
惚
化
學
の
荒
木
寅
三
郎
、
外
科
の

伊
藤
隼
三
、
小
兒
科
の
平
井
疏
太
郎
、
解
剖
の
足
立
文
太
郎
、
薬
狸
の
森
島
扉
太
、
病
理
の
藤
浪
鑑
諸
先
生
な
ど
始
終
お
名
前
を
聞
き
ま

た
お
泄
話
に
も
な
り
ま
し
た
。

日
本
人
に
依
つ
て
大
學
の
数
殿
が

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
日

＝ 



¢.) 

胴

て
も
明
治
初
年
に
於
て
は
日
本
人
が
全
然
日
本
人
だ
け
で
は
ま
だ
そ
の
域
に
逹
せ
す
、
営
時
の
業
絨
は
多
く
外
人
と
共
同
、
若
く
は
外
國

の
数
室
で
疲
表
せ
ら
仇
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
之
か
ら
こ
の
追
に
偉
業
を
残
さ
れ
た
祉
に
も
膀
紅
た
研
究
家
を
多
少
の
感
想
を
交
え
て
簡

唱
に
語
っ
て
み
よ
う
と
息
う
。
無
論
多
く
は
私
の
管
見
か
ら
出
た
も
の
で
、
人
選
も
繁
簡
も
よ
ろ
し
き
を
得
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

先
す
北
里
栄
三
郎
先
生
か
ら
申
述
べ
ま
す
。
北
里
先
生
は
熊
本
縣
の
生
れ
で
、
少
年
の
頃
熊
本
賢
學
狡
で
蘭
人
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド

M
g
s
f
e
l
d、
わ
が
緒
方
正
規
先
生
な
ど
に
敦
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
後
年
細
菊
學
を
研
究
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
共
の
出
夜
黙
を

緒
方
先
生
に
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
呈
先
生
は
私
の
忍
師
荒
木
寅
三
郎
先
生
と
は
じ
つ
こ
ん
の
間
柄
で
、
私
も
そ
の
た
め
に
北
里

先
生
に
多
少
の
親
み
を
羹
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
わ
が
荒
木
先
生
は
岡
山
で
講
演
せ
ら
れ
談
偶
々
北
里
先
生
に
及
び
、
申
さ
れ

た
の
に
は
北
里
先
生
の
人
と
嵩
り
に
は
祉
に
偲
え
ら
る
4
よ
う
に
、
多
少
の
鋏
黙
あ
り
と
す
る
も
、
先
生
が
そ
の
恩
師
ェ
ー
ル
リ
ヒ

E
h
r
l
i
c
h

に
仕
え
ら
る
4
態
度
を
見
る
と
、
先
生
が
い
か
に
立
祇
な
人
物
で
あ
る
か
花
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
北

里
先
生
は
エ
ー
ル
リ
ヒ
の
非
常
な
信
頻
を
得
ら
れ
、
か
の
有
名
な
破
傷
風
菌
の
業
紋
を
成
就
せ
ら
れ
、
進
ん
で
ベ
ー
リ
ン
グ

B
e
h
r
i
n
g

と
共
に
血
術
叛
法
を
創
始
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
血
箭
痰
法
の
的
確
に
應
用
せ
ら
れ
た
の
は
宜
布
的
利
の
痰
法
で
、
そ
れ

が
ベ
ー
リ
ン
グ
の
研
究
問
題
で
あ
っ
た
た
め
に
血
滑
炭
法
と
い
え
ば
北
里
と
い
う
よ
り
も
ベ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
方
が
有
名
に
な
っ
て
居
る

が
、
そ
の
出
喚
鮎
か
ら
見
る
と
北
里
な
る
名
は
ベ
ー
リ
ン
グ
な
る
名
以
上
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
り
ま
す
。
先
頃
ベ
ー
リ
ン
グ
は
エ
ー
ル
リ

ヒ
と
共
に
盛
ん
な
る
生
誕
百
年
祭
を
獨
乙
に
於
て
、
亦
わ
が
日
本
に
於
て
施
行
せ
ら
れ
て
居
ま
す
が
、
私
共
は
附
先
生
を
追
慕
す
る
と
共

に
特
に
わ
が
北
里
先
生
に
敬
意
を
捧
ぐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

北
里
柴
三
郎
先
生
あ
っ
て
秦
佐
八
郎
氏
わ
り
。
志
賀
潔
氏
あ
り
、
野
口
英
冊
氏
あ
り
と
申
し
て
よ
ろ
し
く
、
附
先
生
共
に
北
里
一
門
よ

り
出
で
、
祉
界
的
大
業
示
を
成
就
せ
ら
仇
た
の
は
偉
と
す
る
に
足
り
ま
す
。
思
い
起
す
。
私
は

1
9
0
9

年
私
が
大
阪
か
ら
派
述
せ
ら
れ
て

獨
乙
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ

I
g
n
i
g
s
b
e
r
g

に
留
學
中

1
9
1
0

年
第
八
十
一
同
（
？
・
）
科
學
會
が
此
地
に
催
さ
れ
た
の
で
私
も
参
加
し

ま
し
た
。
本
會
に
於
て
エ
ー
ル
リ
ヒ
先
生
は
化
學
療
法
に
就
て
諮
演
せ
ら
れ
た
が
、
肌
K

熱
中
容
易
に
語
句
も
出
な
く
な
り
、
傍
よ
り
の



明
治
腎
學
の
一
隅

注
意
を
受
け
て
漸
く
演
了
せ
ら
仇
た
租
で
あ
り
ま
し
た
。
講
演
中
先
生
が
度
々
繰
返
さ
仇
た

(̂
mit,Hata
behandelt "
な
る
語
句

が
満
堂
蒻
者
の
よ
く
了
解
す
る
所
と
な
ら
ざ
り
し
花
迅
憾
に
思
い
、
後
で
私
は
一
寸
秦
氏
の
輝
脈
を
附
加
し
て
置
き
ま
し
た
。
申
す
ま
で

も
な
く
先
生
が

H
a
t
a
と
申
さ
れ
し
は
、

6
0
6

腕
の
ボ
で
あ
り
、
秦
氏
の
功
紐
花
凱
掲
せ
ら
れ
る
為
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
私
は
四
洋
に

塵
J

後
に
も
先
に
も
此
追
加
ほ
ど
鵜
衆
か
ら
感
謝
さ
虹
た
こ
と
は
曾
て
な
く
、
今
も
四
十
餘
年
の
昔
を
追
懐
し
、
感
無
批
の
も
の
が
あ

る。
次
に
山
棒
膀
三
郎
先
生
を
申
上
げ
ま
す
。
元
来
日
本
の
病
理
學
な
る
文
字
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
よ
く
存
じ
ま
せ
ぬ
が
、
大
阪

の
絣
方
哄
庵
先
生
が
病
學
通
論
を
著
わ
さ
れ
た
の
が
斯
學
輪
入
の
元
祖
と
な
っ
た
と
思
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
病
原
學

と
い
う
語
は
あ
っ
た
が
緒
方
先
生
が
病
學
と
改
め
ら
れ
、
今
日
の
病
瑯
學
の
禁
礎
が
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。
東
京
の
病
理
學
数

室
な
る
も
の
は
明
治
二
十
年
頃
三
浦
守
治
先
生
が
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
二
十
八
年
に
は
山
棒
肪
三
郎
先
生
が
数
投
と
な
ら
れ
て
居
る
。

於
て
腫
拗
學
は
最
も
興
味
あ
る

皆
さ
ん
御
存
知
の
よ
う
に
、
三
浦
守
治
先
生
は
わ
が
大
阪
の
病
狸
學
を
創
設
せ
ら
れ
た
佐
多
愛
彦
先
生
の
恩
師
で
あ
り
ま
す
。
病
狸
學
に

節
で
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ィ
ル
ビ
ヨ
ウ

V
i
r
c
c
h
o
w
が
癌
の
疲
生
に
於
て
そ
の
成
立
を
刺
戟

Reiz
に
依

っ
て
説
明
し
て
居
り
、
•
山
菰
先
生
は
こ
の
仮
説
を
褒
付
け
る
意
義
に
於
一

J

市
川
匝
一
氏
と
共
に
家
免
の
耳
殻
に
ク
ー
ル
の
塗
布
を
続
け
、

途
に
質
験
癌
の
成
生
に
成
功
し
て
、
未
知
の
祉
界
に
一
大
光
明
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
。
〈
ピ
ロ
ー
ム
位
は
賢
瞼
的
に

こ
し
ら
え
た
も
の
も
あ
っ
た
と
も
開
き
ま
す
が
、
癌
を
柴
品
で
造
り
出
し
た
の
は
わ
が
山
諏
先
生
が
始
め
て
で
あ
っ
た
。
人
口
に
腑
灸
し

て
居
る
先
生
の
句
に
も
現
わ
れ
て
居
る
よ
う
に
先
生
の
得
意
や
思
う
べ
し
で
あ
り
ま
す
。
故
あ
る
か
な
其
の
後
佐
々
木
隆
興
（
木
下
良
順
）

吉
田
富
三
諸
氏
の
如
き
賀
験
癌
の
大
研
究
者
が
我
が
國
に
郊
出
し
た
こ
と
は
。
山
棒
先
生
は
之
位
に
し
て
次
で
鈴
木
根
太
郎
先
生
を
語
る

こ
と
に
し
ま
す
。

替
學
は
素
よ
り
疾
病
の
治
痰
を
あ
て
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
治
療
に
は
薬
治
も
入
要
、
手
術
も
入
要
、
更
に
病
の
根
本
に
さ
か
の
ぼ

つ
予
豫
防
が
入
要
で
あ
る
。
何
れ
に
も
榮
養
は
基
礎
で
あ
る
。
此
甚
礎
な
し
で
は
治
痰
も
豫
防
も
問
題
に
な
ら
ぬ
。
榮
養
の
知
識
は
養
素

四



要

素

で

足

る

も

の

と

佑

ぜ

ら

れ

、

の

徽

批

有

効

物

質

が

頗

る

煎

要

で

あ

る

こ

と

は

全

然

注

目

せ

ら

れ

て

居

な

か

つ

た
。
之
か
ら
お
話
申
す
鈴
木
椒
太
郎
先
生
の
業
軟
は
こ
の
新
た
な
る
領
域
を
開
か
れ
た
も
の
で
、
元
来
日
本
に
廣
が
つ
て
居
る
脚
氣
の
研

究
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
鈴
木
先
生
は
般
科
出
身
で
、
研
究
も
亦
農
科
の
数
室
に
於
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
脚
氣
の
研
究
は

エ
イ
ク
マ
ン

Eijkman
の
知
に
就
て
な
さ
れ
た
白
米
病
に
於
て
起
り
、
鶴
に
白
米
を
奥
え
る
と
、
脚
氣
に
似
た
多
夜
性
紳
経
炎
が
起
る

こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
。
甲
論
乙
駁
の
後
米
糖
に
特
殊
の
刷
養
素
が
含
有
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
鈴
木
先
生
に
依
つ
て
夜
見

此
物
質
が
食
物
中

に
鋏
げ
る
と
脚
氣
が
起
る
こ
と
が
漸
次
冊
か
ら
も
信
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
は
か
か
る
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
が
米
糖
か
ら
或
は
酵
帥
か

ら
純
粋
に
分
離
せ
ら
訊
た
ば
か
り
で
な
く
、
亦
合
成
せ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
は
學
術
の
進
歩
も
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
共
學
生

の
頃
都
築
某
氏
が
脚
氣
に
米
糖
が
利
く
と
始
め
て
疲
表
し
た
賞
時
な
ど
は
殊
に
病
狸
學
者
か
ら
笑
わ
れ
て
居
た
料
の
も
の
で
あ
る
。
何
ん

ぞ
知
ら
む
近
代
の
榮
養
學
は
か
か
る
業
紋
を
契
様
と
し
て
、
殊
に
徽
祉
有
効
物
質
に
軍
き
を
説
く
に
至
ら
ん
と
は
。
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
の
研
究

は
日
本
に
於
け
る
そ
の
後
の
疲
屎
に
多
少
追
憾
な
所
が
あ
っ
て
、
兎
角
北
米
及
び
四
洋
に
押
さ
れ
氣
味
に
過

鈴
木
先
生
の
も
の
と
同
じ
く
所
謂
瞥
科
學
と
も
い
う
べ
き
領
域
に
於
一
J

大
業
紋
を
完
成
せ
ら
れ
た
も
の
に
は
、

長
義
と
が
あ
る
9

高
峰
先
生
は
越
後
高
田
か
ら
高
岡
に
移
ら
れ
た
祖
先
を
有
せ
ら
虹
る
者
で
、
わ
が
大
阪
に

(Jう
明
殆
臀
學
の
一
閲

こ
の
外
に
な
ほ
一

た
こ
と
も
今
狙
昨
の
如
し
で
あ
る
。

い
え
ば
蛋
白
質
、
含
水
炭
素
、
脂
肪
及
類
脂
肪
及
び

9五

フ
ァ
ン
ク

F
u
n
k

に
依
て
ヴ
ィ
ク
ミ
ン
と
名
す
け
ら
仇
た
も
の
で
あ
る
。

校
の
生
徒
で
あ
ら
れ
た
と
い
う
。
私
共
が

で
諧
演
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

、
そ
の
出
語
に
力
を

の
深
い
方
で
あ
る
。

賞
時
、
賞
時
絞
長
の
佐
多
愛
彦
先
生
か
ら
招
か
れ
マ
J

高
峰
先
生
は

だ
狩
學
校
の
生
徒
で
あ
ら
れ
た
常
時
の
感
想
を
し
社
k
＼
咋
叩
さ
汎

の
温
容
が
眼
前
に
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
敷
え
て
見
れ
ば
は
や
五
十
餘
年
の

そ
の
時
先
生
が

ベL
 

し
た
鈴
木
根
太
郎
先
生
の
功
紹
は
今
も
光
つ
一
J

居
る
。

せ
ら
れ
、

之
が
オ
リ
ザ
―
―
ン
と
呼
ば
れ
、

の
選
鐸
か
ら
始
ま
る
。
明
治
初
年
頃
ま
で

一
J

で
あ

と
長
井

定
の
職
質
で
こ
の
所
謂
四
大



追
記 明

治
腎
學
の
一
隅

る
。
高
峰
先
生
が
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
副
腎
よ
り
緒
晶
分
離
せ
ら
れ
た
の
は
今
日
所
謂
ホ
ル
モ
ン

(
H
o
r
m
o
n
)
と
稲
え
ら
れ
る
物
質
中
最

初
の
も
の
で
、
そ
の
助
手
上
中
啓
三
氏
と
共
に
成
就
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
咋
先
生
は
た
ゞ
に
學
者
で
事
業
家
で
在
ら
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、
謂
わ
ば
無
冠
の
日
本
大
使
で
裏
面
に
於
て
政
治
上
に
識
さ
虹
た
功
紐
は
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
去
年
は
高
峰

先
生
生
誕
百
年
祭
に
賞
る
の
で
金
澤
で
記
念
請
演
會
も
間
か
机
た
と
間
く
。
亦
盛
ん
な
り
と
い
う
べ
し
で
あ
り
ま
す
。
高
峰
製
品
を
中
心

と
す
る
三
共
社
も
今
日
に
榮
え
一
J

居
り
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
今
も
緊
薬
と
し
て
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
一
年
ば
か
り
北
米
に
居
り
度
々
彼
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
に
立
つ
弼
高
蜂
先
生
の
高
肝
邸
を
仰
い
で
居
た
が
今
日
も
な
原
其
の
邊
の
娯
色

が
時
及
ほ
う
ふ
つ
す
る
。

次
に
長
井
長
義
先
生
に
就
て
話
し
度
い
。
長
井
先
生
は
徳
島
蒲
の
人
で
二
、
三
度
お
目
に
か
か
っ
た
が
な
つ
か
し
い
方
で
あ
っ
た
。
度

々
洋
行
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
最
籾
は
既
に
明
治
四
年
に
於
て
韮
米
利
加
を
経
て
獨
乙
に
行
か
れ
た
と
い
う
。
ア
ー
、
ヴ
ヱ
ー
、
ホ
フ
マ
ン

(A. 
W. H
o
f
m
a
n
n
)
に
師
事
せ
ら
れ
、
十
二
年
振
り
と
や
ら
で
趾
朝
其
の
後
日
本
薬
學
界
に
盛
さ
れ
た
功
紐
は
儲
大
で
あ
り
ま
す
。
次

で
斯
界
に
は
現
存
朝
比
奈
泰
彦
氏
の
如
き
膀
れ
た
學
者
が
出
て
漸
次
疲
逹
し
た
が
、
長
井
先
生
が
疲
見
せ
ら
れ
た
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
の
如
き

は
今
も
祉
に
殊
に
喘
息
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
居
る
。
先
生
は
齢
八
十
三
歳
に
逹
し
昭
和
二
年
第
四
回
目
の
洋
行
で
、
日
本
に
於
て
永
眠

せ
ら
れ
た
テ
レ
ー
ゼ
夫
人
の
故
國
獨
乙
を
訪
ね
ら
れ
、
そ
の
際
獨
乙
楽
學
會
は
先
生
を
名
叫
分
曾
員
に
推
膨
し
て
居
り
ま
す
。

明
治
僻
學
或
は
明
治
替
學
者
と
い
う
の
が
逃
賞
な
か
も
知
れ
ぬ
が
た
と
え
一
隅
に
し
て
も
不
完
全
棒
ま
っ
た
お
話
に
な
り
ま
し
て
、
故

人
に
酎
し
／
J

も
甚
だ
轄
を
失
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
聰
て
御
許
を
願
い
最
後
に
、
明
治
陸
下
の
御
不
例
に
際
し
、
御
治
療
申
上
げ
て
居
た

宵
山
胤
通
先
生
と
三
湘
謹
之
助
先
生
と
に
無
眼
の
敬
意
を
表
し
て
此
詰
演
を
終
り
度
い
と
存
じ
ま
す
。

山
極
先
生
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
に
因
る
裳
瞼
癌
成
功
は
大
正
四
年
の
寓
な
の
で
、
或
は
明
治
腎
摩
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
か
水
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
先

生
の
東
大
教
授
御
就
任
（
明
治
一
＿
十
八
年
）
な
ど
か
ら
、
癌
の
御
瑚
聴
水
明
治
腎
躯
中
の
も
の
と
し
て
お
話
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

六




